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実験の試行錯誤を再現可能な形で管理
実験条件を容易に変更でき、効率的なモデル開発を実現

量子機械学習のための実験管理ツール



LLMを用いた量子回路の自動生成

• データセットを高精度で分類可能な量子回路

を自動生成できていることを確認

• 精度評価の結果をフィードバックし、LLMを

Optimizerとして活用することで量子特徴マ

ップの反復的な改善を実現

自動生成の結果量子特徴マップの自動生成

• 量子特徴マップの設計において、LLMを活用

し、アイデア出し、プログラムの実装、評価

、アイデアの修正という実験における一連の

サイクルを自動化

• 開発した実験管理ツールを活用することで、

試行錯誤のログをLLMにフィードバックする

環境を構築

量子特徴マップ

• 変換後の値の内積はカーネルとして機能し、

カーネルベースの機械学習モデルと容易に接続可能

• データを量子の性質

を生かして、高次元

空間に変換する方法
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